
令和　　年　　月　　日

  　　　　　　　　　　　　殿

                                            受注者  住　所
                                                    氏　名                       印


　　　　　　　被　害　報　告　書       令和    年　　月　　日被害

  つぎの工事が被害を受けたので，損害額の補償をしていただくよう報告します。
  なお，あわせて工期の延長もお願いします。

１　工　　事　　名
２　路　線　名　等
３　工　事　箇　所
４　請負代金額            ￥
５　契約年月日                　　　　令和　　　年　　月　　日
６　原　　工　　期            着工    令和      年　　月　　日
　　　　                      完成    令和      年　　月　　日
７　損害額            ￥
    (発注者負担額)
    内訳別紙調書のとおり
[bookmark: _GoBack]８　延伸工期           　　　  完成　　令和　　　年　　月　　日
９　そ　　の　　他
    (添付書類)
10　被害状況等
    (具体的に記入のこと。)

別紙調書
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工 事 出 来 高 確 認 書

　神山町公共工事標準請負契約約款に関する規則第２９条の規定により，次の工事の損害額及び出来高について，次のとおり確認する。

１　工事名
２　路線名等
３　工事箇所
４　損害を受ける直前の請負代金額    ￥
５　当初の契約年月日
６　今回の損害額    　　￥　　　　　　　　　内訳
                                                    発注者負担額    ￥
                                                    請負者負担額    ￥
７　損害を受けていない出来高金額
８　前回までの支払額    ￥                  内訳
                                                    発注者負担額    ￥
                                                    請負者負担額    ￥
９　今回支払額    　　　￥
10　確認年月日
11　確認者職氏名
  上記のとおり確認し，当事者記名押印の上，各自その１通を保有する。
        年　　月　　日

                                           発注者　住　所
                                                   氏　名                        印

                                           受注者  住　所
                                                   氏　名                        印

